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	 凍結生物試料を主な対象として、標準量子限

界を超えた計測が可能な超伝導量子ビットを

用いた量子電子顕微鏡が提案されている[1-2]。

そこでは試料よりも上流側の電子ビーム近傍

に、磁束をトラップした超伝導量子ビットを配

置する。我々は予備実験として、超伝導量子ビ

ット程度の大きさに広がった磁束量子程度の

磁束の検出を室温で行う。 

	 製作中の実験装置を図 1に示す。電界放出電

子銃を使うため、装置全体が超高真空仕様であ

る（図 1 (a)）。電子レンズ、スクリーン、偏

向電極などの各部品を比較的自由に配置でき

る量子電子光学テストベッド（図 1 (b)）を真

空装置に実装する。電界放出電子銃は自作エッ

チング装置を用いて作製する（図 1 (c)）。ま

た、電子レンズの操作や電子ビームの偏向など

を自在に行うため、10チャンネルの 2 kV高電

圧電源ユニットを製作中である。Einzel型静電

レンズ（図 1 (e)）においては、電極同士をマ

コールで絶縁する。 

	 本講演では、量子電子光学テストッベッドの

基本的な電子光学特性の測定結果について報

告する。具体的にはレンズによる電子ビームの

収束特性、およびその理想性からのずれの計測

結果、これらの電子エネルギーへの依存性につ

いて報告する。 
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図 1. 実験装置	 (a) 超高真空ユニット	 (b) 

量子電子光学テストベッド	 (c) エッチング

装置	 (d) 高電圧電源ユニット (f) Einzel型静

電レンズ 
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